
























































 散在流星の年周変化からの考察 
～2015 年 7 月から 3 年間の TV 一点観測より～       愛知県岡崎市 ダナの会  鈴 木 悟 

1 TV 観測の概要                         E-mail：ssshatle@nifty.com 

（1）機材と観測、集計 

  観測機材レンズ：Watec 社 WAT-100N レンズ：CBC 社８mmF0.8  

 PC:Lenovo Corei7,3.6GHz RAM:8GB 

使用ソフト：SonotaCo 氏作、UFOCaptureV2（UC2 と略す） UFOAnalyzer２（UA2 と略す）  

観測方向 北北東 仰角 45°視野４５°×３４°Lm=4  

観測地 愛知県岡崎市λ:137:08:06 φ:34:58:18Ｎ ｈ=17ｍ 

 

 （2）処理 UC2 により得られた画像を見ながら、ノイズ、動物や
人工物体を削除し、一応の流星リストを作成する。J6 リストを使用
し UA2 により群の判定等を行う。それぞれのソフトのデータ・画
像等を見て、流星ではないもの、群の判別等を点検し、その日の自
分の観測データとする。上田昌良氏に報告するため月毎にまとめな
がら、群の活動を再点検した。その中で、黄道群や AntiHelionSouce

（反太陽方向からの領域､以下ＡＮＴと略す）などを別に考えるこ
となく、確実に活動していると思われる群流星を決め、残りを散在
流星と考えた。3 年間の総流星数は 18969 個、そのうち散在は 11351 個で約 60％であった。 

 

2 年周変化のグラフの作成 

 2016 年の日々の総流星数、並びに散在流星数を Y 軸に、X 軸方向に年初からの日数を取って日ごとの値をプロッ
トして作成したのが、次の図である。◆が１日の散在流星数、■が総流星数である。 

 

この年のしぶんぎ群は天気も良くなくあまり捉えられなかった。同様に 4 月のこと群も少なかった。それらを除
けば、主な流星群は通常の活動をとらえられたといえるだろう。逆に、2 月当初の流星数は異常に多い。7 月中旬、
８月末、１１月初旬なども多い。 

3 様々な観測から得られた流星数の年周変化（略） 

4 散在流星数の年周変化 

 1 観測の概要のところでも述べたが、何をもって散在流星とするかというのは、「群流星とは何か、どこまでをい
うのか、あるいは、群とまでは言えないが、大きなまとまりとして存在していると考えるものをどうするか」とい
う定義の問題にもなっていくのではないか。ここでは、従来型のある程度のまとまった輻射点をもち、観測からま
とまって捉えられたものを群流星と考え、それ以外を散在流星とした。つまり、個々の群の判別や群の活動を調べ
ることは、ここでの目的ではないからだ。また、散在流星から黄道群（あるいは ANT）として分ける考え方もある
が、今回は、それらに入るといわれているものも、群として活動が見られると思われる場合は、それらも群の数に
入れて、それ以外を散在とした。おうし複合群、7 月のやぎやみずがめ座からの群などをＡＮＴから除外するとい
うのは、ある種の矛盾を抱え込んでいると思われるからだ。というより、今回の定義によるものだ。 

 さらに、元となる流星数も、一晩中晴天で、透明度もよくという理想的な日は少なく、また、眼視観測と違って
その修正値を求めることも難しい。いろいろ考えてみたが、今回は、単純に日々の散在流星数の月毎の平均値を求
め、平均値以上の日は、有効な観測ができたとし、それのみを有効データとしてプロットした。多い日は、実際に
出現数は多いであろうが、少ない日は、実際の出現数が少ない日も存在するだろうが、それよりも雲の広がりや空
の透明度などの条件が悪くて実際数よりも少なくなってしまった日が多くあろう。また、眼視の修正の様なことは
現在の観測システム、ソフトでは難しい。 また、散在の出現数を見ると、大きな群のある頃は、散在も増加して
いる。これは、大きな群の一部が、散在と判定されているからだろうか。さらに、3 年間の大きな傾向を見ると、1

月末に意外なピークがあることに気づく。あとは、春に少なく、夏から秋にかけて増加していくという傾向が見え、
これは、天候や透明度の影響と共に群流星に引っ張られている感じもする。 

 



 

（1）月ごとの平均流星数 

 右のグラフは、３年間の月ごとの平均値である。横軸は１月～１
２月、縦軸は流星数で、散在の上に群流星が載っている形である。
2016、2017 年とも、しぶんぎ群が余り捉えられず、その分１月の
値がやや小さいように思う。2015 年７月～2018 年 6 月の 3 年間の
平均値を表したのが、右のグラフである。いずれの年も天候に出現
数は左右されることもあるが、春から夏の出現数が小さく、秋から
冬が多くなることが分かる。 

(2) 有効観測からの散在流星（群流星）の年周変化 

図中の◆が有効値と考えた散在流星数、曲線は 6 次近似曲線である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ここのグラフでは、散在は、先に述べたように、月の平均値以上あるものだけである。年によって違いはあるが、3 年分をま

とめてみると、散在だけのグラフにもかかわらずペルセ群やふたご群の活動がはっきりわかる。 

 散在は、先に述べたようにセレクトされたものの生データを平均したものである。流星レーダーの観測では春も多いが、TV
観測では、やはり秋から冬の透明度の高い時期が多い。最も、流星レーダーは、光学的には暗い流星の割合が多く、また昼
間の観測も行われているので、そのような条件に大きな違いがある。 

(3)太陽黄経順にした年周変化 

 他の年周変化と比較するために、太陽黄経の順に１年分ずつのグラフにしてみた。（他のグラフは略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（4）年周変化についての議論 

 TV１点観測でも、３年間の年周変化をまとめてみると次のようなことが分かった。 

散在流星の平均的な活動をとらえることができた。１月から少しずつ減っていき、太陽黄経が０°になるころから
散在流星数はもっとも少ない時期となり、６，７月頃から増加していく。１２月頃に最大となる。今まで言われて
きたように、春が少なく、秋から冬が多いということがいえる。これについては、空の透明度が左右しているので
はないか、透明度の良い時期は、暗い流星まで撮影できるわけで、その分、数が増えるのではないかと考えて、調
べてみた。なお、北天を撮っているので月の影響はあまり感じられないので、ここでの議論からは、省く。 

Ａ.秋・冬は、透明度がよく、暗い流星まで撮影でき数も多くなるか。 

右のグラフのように、暗い流星が多くなるという傾向はなく、季節によ
る流星には大差がないだろうといえる。 

Ｂ.次に、一晩中クリアな夜空の多さはどうか 

グラフは省略するが、秋から冬は好天の日が多く、1 晩あたりの流星数
の平均値が上がることがいえる。 

Ｃ.群流星が活発なときに散在も増加するのではないかという点である。
秋から冬は、活発に活動する様々な流星群が多いし、それもあって総流星
数も多い。UA2 の群判定を見ていると、明らかに群と思われるものが、
散在になっていたり、逆になっていたりすることがある。ペルセの時期の
総流星数、ペルセの数、散在の数を表している下の 2 図からは、よく比例していることが分かる。オリオン群やふ
たご群でもこのような傾向はみられる。それには、活発な群の分枝のようなものが存在していることもうかがわれ
る。また数の少ない小流星群も散在にカウントしているので、これらがアクティブになる。例えば秋に多いおうし 

複合群などに含まれるような群が実際には活動していることが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D 流星の多くは Apex（地球の向点方向の領域）であり、この出現に偏りがあるのではないか。 

 以下の図は、赤緯 90 度を中心に、上が赤経 0 度、右が赤経 90 度、下が 180 度、右が 270 度として、出現した散
在流星の経路を示したものである。観測視野は北天で、毎日少しずつずれていくが、赤緯 60 度あたりまでを回るよ
うにカバーして撮影している。なお、輻射点は、図の外側の場合もあるが、かなりの流星は輻射点が図の中にある
はずだ。しかし、表示は、その延長を図の外まで伸ばしている。 

1 月 3 月 

2 月 4 月 



5 月 9 月 

6 月 10 月 

7 月 11 月 

8 月 12 月 

 

 各月の図を見ていただくと分かるようにどの季節でも Apex が明らかに多いことが分かる。Apex は、地球の公転
方向であり、夜中から明け方の頃の東の空に輻射点がある。 

 右図は、南半球、アデレードでの電波観測による、流星の輻 

射点分布図である。黄経・黄緯で表している。昼間も観測がで 

きるので、Helion という太陽方向からの流星もたくさん得られ 

ている。いずれにしても、黄道を中心にした辺りからの流星が 

多いことが分かる。 

 そのことから言えるのは、季節による黄道の高度の違い 

である。昼間の太陽の南中高度が最も低いのは冬至のころで 

ある。つまり黄道の高度が低い。ところが夜は、反対に黄道 

の高度が高くなる。これは北半球でのことであり、南半球で 

は逆になるはずだ。 

 次のページの図は、竹内雄幸氏が、調査された。IMO眼視 

データから調査された、北・南半球別の年周変化（夜半後） 

Apex 

Apex 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

である。観測量は違うが、共にふたご群の時期は多く、北半球はペルセ群、南半球はηみずがめ群が多いというよ
うに特徴がある。しかし、群を除いて見ると北半球は後半が、南半球は前半が多いと、逆になっている。北半球で
は、冬至を中心に夜の時間が長く、夏至では逆になるので、明け方に近い時間ほど出現数は多いということは自明
のことであろうが、それと共に、黄道域の高度が高い秋・冬に Apex からの流星が多くなるのであろう。 

 

5.結論と今後の課題 

 2015 年 7 月から 2018 年 6 月までの 3 年間の散在流星の出現数から年周変化を求めた。3 年間同じ北の空を視野
にした機材なども全く同じ条件での観測のみという均一なデータである。それによると、秋から冬にかけて増加し、
春から初夏にかけて減少していくという変化パターンがあることが分かった。年が変わった厳冬期には減少すると
いうことを書いたものを読んだ記憶もあるが、そういうことはなく、2 月頃までは散在流星は明らかに多い。この
理由については、好天が多いことや活動的な流星群が多い時期にあたり、それらに伴うような流星が増加すること、
夜の時間が長く、光学観測が長時間できること、さらに地球の公転方向にあたる Apex と言われる領域の高度が高
いことなどがその理由であることが分かった。 

 また、主要群の時期だけでなく、2 月初旬、6 月中旬、7 月中旬、８月末、１１月初旬など散在流星が多いときが
ある。このような日は、一晩中好天が続き、総流星数が多いことがいえるが、その多くは散在流星である。可能性
は少ないが、何かの活動があったのではないかと考えられないこともない。 

 そこで、UA2 の輻射点を推定したデータを使って、輻射点分布を調べてみた。まず、すでに輻射点の定まってい
る定常群の輻射点とのＵＡ２による推定値の間に差がどれくらいあるかを確認してみた。そうすると、赤緯が小さ
い、つまり輻射点が南にあるものは精度が落ちるが、大雑把な推測に使えそうだということが分かった。ただ、Ｕ
Ａ２は全ての流星について輻射点の推測位置を出しているわけではないのが少々残念だ。 

2016 年 2 月初頭の散在流星の増加では、2 月 2/3 日：散在数／総流星数＝37/49、3/4 日＝52/65 などが目立つ。
左下図のようなＵＡ２が推定した輻射点の分布図作ってみると、残念ながら、特に何かの集中が顕著であるとはい
えない。参考に SonotaCoネットの皆さんの観測データをもとに軌道計算から求めた輻射点分布図を右下につけた。
ANT あたりを除けば、同じような傾向であろう。散在数の多い他のデータも同様に見てみたが、特別な活動は見つ
けることができなかったが、機会を作ってもう少し追ってみたい。 

 今後は、この結果をベースにUFO Orbitを活用させていただき、小流星群の活動を調べていきたいと考えている。 

また、暗い流星まで撮影できるシステムにより観測を進化させたいと思っている。 
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